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令和６年　１月　　日

協議会名： 栃木県地域公共交通活性化協議会

評価対象事業名： 地域公共交通計画策定事業

③計画等の策定等に向けた方針

A

事業が計画に位置づけられたとおり適切に実施
された。

【補助対象事業名】
地域公共交通調査事業（計画策定事業）

【事業内容】
栃木県地域公共交通計画の策定

【実施時期】
令和６（2024）年３月に計画策定予定

【計画策定に向けた方針】
■基本方針
　みんなで一緒に「つくり」・「まもり」・「そだてる」　とち
ぎの未来に繋げる公共交通

■目標
　①公共交通ネットワークの維持・形成
　②まちづくり等と連携した公共交通サービスの充実
　③各主体が共創した公共交通の運営維持

令和５年度　地域公共交通確保維持改善事業・事業評価（計画策定等に係る事業）

②事業実施の適切性①事業の結果概要

①計画策定に向けた分析
令和４年度に実施した調査の結果等をもとに、計画において設定する目標や施
策の必要性を裏付けるために必要となる分析を行った。分析は、公共交通に関
する現状の問題点や動向について、社会情勢やとりまく環境の変化などを踏ま
え、原因や構造について考察した。

②計画に位置づける施策の整理
令和４年度に検討した計画の基本方針や「計画策定に向けた分析」の結果、協
議会等での意見を踏まえ、計画に位置づける施策について、整理を行った。

③交通ネットワークの検討
令和４年度に設定した交通軸を基礎に、県内における公共交通ネットワークの
あるべき姿についてとりまとめ、ネットワーク図を作成した。広域的なネットワー
クのうち、特にバス路線については、定量的なデータや路線の性質、施策との
整合性等を考慮し、県として維持・確保すべき路線かを検討、整理した。

④具体事業の抽出・整理と目標・評価指標の設定
令和４年度に検討した目標達成のための施策ごとに、評価指標を設定する。
計画のフォローアップに必要となる継続的な調査の内容やデータ収集の方法を
整理した。

⑤計画書案の作成
上記の検討を踏まえ、栃木県地域公共交通計画（案）を取りまとめた。

⑥各種会議（協議会・地域部会）の開催
栃木県地域公共交通活性化協議会及び各地域部会を開催した。
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